


　・ボランティア活動
　・給食ボランティア
　・寄り合いの場（サロン）
　・隣近所での見守り活動
　・住民型有償サービス
　・災害時の助け合い
　・環境美化活動
　・子ども食堂（地域食堂）
　・防犯パトロール
　・行事、世代間交流イベント　　等

第４次「なかつ地域支え合いプラン」の配布を希

望される方は、概要版もありますので、中津市社

協または市福祉政策課にお問合せ下さい。

中津市内での住民による
支え合い活動の例

　
地
域
福
祉
は
「
誰
も
が
普
段
の
く
ら
し
の
中
で
幸

せ
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
」
の
こ
と
で
、
そ
れ

を
進
め
る
の
は
、
個
人
個
人
の
努
力
も
必
要
で
す
が
、

住
民
同
士
の
支
え
合
い
を
基
本
と
し
、
さ
ら
に
公
的

な
支
援
な
ど
も
入
り
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
に
市
内
15
地
区
で
、
地
域
福
祉
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
（
作
業
部
会
）
が
行
わ
れ
、
そ
の

話
し
合
い
を
も
と
に
作
ら
れ
た
『
第
４
次
な
か
つ
地

域
支
え
合
い
プ
ラ
ン
（
中
津
市
地
域
福
祉
計
画
・
地

域
福
祉
活
動
計
画
）
』
が
完
成
し
ま
し
た
。
令
和
４

年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
５
か
年
の
中
津
市
で
の
地

域
福
祉
を
進
め
る
指
針
と
な
る
計
画
で
す
。

 

「
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
は
、
地
域
の

お
世
話
役
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
地
域
の
た
め
に
活

動
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
の
方
や
関
係
機
関
が

集
ま
り
、
情
報
共
有
し
な
が
ら
地
域
の
福
祉
課
題
に

つ
い
て
「
合
意
形
成
」
す
る
場
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
が
あ
る
こ
と
で
、
暮
ら
し
の
中
の
不

安
や
困
り
ご
と
を
、
我
が
事
と
し
て
と
ら
え
る
人
が
増

え
、
住
民
に
よ
る
支
え
合
い
活
動
が
進
む
こ
と
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
中
津
市
社
協
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
必
要
な
住
民
同

士
の
支
え
合
い
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
し
て
い

る
の
が
15
地
区
ご
と
に
作
ら
れ
た
「
地
域
福
祉
活
動

計
画
」
で
す
。
活
動
計
画
は
、
地
域
住
民
同
士
で
考

え
、
解
決
し
て
い
く
福
祉
課
題
を
も
と
に
作
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
地
域
の
中
で
共
有
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
そ
の
共
有
の
場
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が
、

「
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
で
す
。

お
互
い
の「
福
祉（
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の
し
あ
わ
せ
）」を
大
切
に
す
る
地
域
へ

第
４
次
中
津
市
地
域
福
祉
計
画
・
中
津
市
地
域
福
祉
活
動
計
画『
な
か
つ
地
域
支
え
合
い
プ
ラ
ン
』
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～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
〝
男
塾
〟「
珈
琲
講
座
」
～

　

３
月
６
日
、
豊
田
公
民
館
に
お
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
〝
男
塾
〟「
珈
琲
講
座
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
〝
男
塾
〟
は
４
年
前
に
始
ま
り
、「
男
性
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
参
加
す
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
」
と
い
う
主
旨
で
毎
年
開
催
し
て
お
り
、「
珈

琲
講
座
」
は
２
年
前
に
開
催
し
て
以
来
、
シ
リ
ー

ズ
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
「
喫
茶
カ
フ
ェ
ク
ラ
フ
ト
」
を
営
ん

で
い
る
奥
村
哲
生
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

豆
の
焙
煎
や
水
に
つ
い
て
の
知
識
、
美
味
し
い
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方

な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
座
談
会
形
式
で
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
の
質
問
や
感
想
な
ど
の
意
見

交
換
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
「
男
の
た
し
な
み
と
し
て
」「
以
前
受
講
し
た

人
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら
」
な
ど
、
様
々
な
き
っ
か
け
で
参
加
さ
れ
て
お
り
、「
大

人
に
な
っ
て
か
ら
の
挑
戦
っ
て
い
い
ね
。」
と
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

こ
れ
ま
で
に
珈
琲
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、
地
域
サ
ロ
ン
で
コ
ー
ヒ
ー
を

振
舞
わ
れ
た
り
、
社
協
の
イ
ベ
ン
ト
で
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
も
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
特
技
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
参
加
さ
れ
る
方
が

増
え
る
こ
と
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

～
被
災
地
支
援
を
考
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〝
つ
な
が
り
減
災
塾
〟
～

　

３
月
19
日
、
災
害
時
に
被
災
し
た
人
を
支
援
す
る
様
々
な
団
体
・

機
関
の
横
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
講
座
を
開
催
し
、
団

体
や
行
政
機
関
等
よ
り
、
34
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
全
国
の
様
々
な
場
所
で
被

災
地
域
支
援
活
動
に
関
わ
ら
れ
て
い
る
「
オ

フ
ィ
ス
園
崎
」
代
表
の
園
崎
秀
治
氏
を
お

招
き
し
、「『
協
働
』
が
生
み
出
す
被
災
者

支
援
の
カ
タ
チ
」
と
題
し
て
ご
講
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
数
多
く
の
被
災
地
で
の
様
々

な
経
験
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
お
話
で
、
特

に
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
被
災
地
支

援
活
動
の
実
態
は
、
今
後
の
災
害
支
援
の

あ
り
方
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
支
援
の
三
原
則
と
言
わ
れ
る
「
被
災
者
中
心
」

「
地
元
主
体
」「
協
働
」
は
、「
何
の
た
め
、
誰
の
た
め
の
支
援
な
の
か
」

と
い
う
基
本
に
立
ち
返
る
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

学
び
ま
し
た
。

　

講
座
の
後
半
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
異
な
る
所
属
の
参
加
者
同
士
で
、

普
段
の
取
り
組
み
や
災
害
時
の
支
援
活

動
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
、
こ
れ
か

ら
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
一
歩
と
な
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

防
災
・
減
災
は
支
え
合
い
の
活
動
の

大
切
な
取
り
組
み
で
す
。
今
後
も
地
域

力
の
向
上
の
ひ
と
つ
と
し
て
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
　

  

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
は

　
　
　
　
　
　
　

被
災
地
支
援
の
第
一
歩

　

男
の
こ
だ
わ
り
珈
琲
、
い
か
が
で
す
か

地 域 福 祉 情 報地 域 福 祉 情 報

講師の園崎秀治氏

３種類のコーヒーを淹れて、飲み
比べをしました。

講座後に参加者全員で記念撮影。
すっかり珈琲仲間です。

グループワークの後、それぞれの団
体の取り組み紹介をしました。

《
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
感
想
》

▪
教
わ
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
知
識
を
披
露
し
た
い
。

▪
浅
煎
り
と
深
煎
り
、
見
た
目
や
色
の
違
い
な

　

ど
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。　
　
　

等
々
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（
２
）
人
材
確
保
の
た
め
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

	

①
人
材
育
成
や
新
人
職
員
の
研
修
、
採
用
計
画
を
一
連
と
し
た
体

制
基
盤
の
強
化

　（
３
）
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業
務
効
率
化
の
調
査
研
究
に
取
り
組

み
ま
す

	

①
福
祉
に
お
け
る
事
務
業
務
等
の
効
率
化
や
手
続
き
な
ど
の
簡
素

化
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
調
査
研
究

 

担
当
課
：
地
域
福
祉
課
　

（
４
）
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
ま
す

	

①
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
の
開
始
に
よ
る
「
多
機
関
協

働
事
業
」「
参
加
支
援
事
業
」「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
」
へ
の
取

り
組
み

	

②
様
々
な
機
関
、
団
体
等
と
の
連
携
強
化
及
び
当
事
者
主
体
の
協

力
体
制
の
整
備

（
５
）
社
会
参
加
支
援
体
制
を
推
進
し
ま
す

	

①
地
域
社
会
へ
の
参
加
の
一
歩
と
な
る「
就

労
の
機
会
」
づ
く
り
を
推
進

	

②
介
護
予
防
普
及
啓
発
の
強
化
に
よ
る
高

齢
者
の
心
身
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

中
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
４
年
度
事
業
計
画
【
主
な
内
容
を
抜
粋
】

【
事
業
方
針
】

【
重
点
目
標
】

　

我
が
国
で
は
、
急
速
に
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進
み
、
生
活
困
難

な
世
帯
の
増
加
や
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱

体
化
が
指
摘
さ
れ
、
多
様
で
複
雑
な
課
題
が
顕
著
に
表
れ
る
中
で
、
地
域

で
の
支
え
合
い
や
繋
が
り
と
い
っ
た「
地
域
力
」「
住
民
力
」が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
だ
に
猛
威
を
ふ
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
生
活
様
式
や
働
き
方
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
、
身

近
な
地
域
に
お
け
る
地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、制
度
・
分
野
ご
と
の
「
縦
割
り
」
や
「
支
え
手
」、「
受

け
手
」
と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
地
域
住
民
や
地
域
の
様
々
な
団
体
や
機

関
が
参
加
し
、
人
と
ひ
と
、
人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
つ
な
が

る
こ
と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
を
持
っ
て
地
域
を

と
も
に
創
っ
て
い
く
社
会
を
目
指
す
「
地
域
共
生
社
会
」
に
向
け
て
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
会
と
し
て
地
域
の
皆
様
や
関
係
機

関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
令
和
４
年
度
事
業
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

 

担
当
課
：
総
務
課

（
１
）
安
定
的
な
財
源
確
保
に
向
け
た
事
業
経
営
を
推
進
し
ま
す

	

①
事
業
運
営
の
あ
り
方
を
含
め
た
経
営
改
善
の
推
進

	

②
独
自
財
源
の
確
保
に
向
け
た
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
調
査
研
究
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（
６
）
住
民
参
画
の
地
域
共
生
社
会
を
推
進
す
る
基
盤
体
制
の
構
築
を
進

め
ま
す

	

①
「
第
４
次
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
実
践
に

向
け
た
協
議
の
場
づ
く
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
働
き
か
け

	
②
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
財
の
育
成
及
び
地
域
活
動
へ
の
参
加
を

推
進

（
７
）
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
ま
す

	

①
権
利
擁
護
に
関
す
る
理
解
促
進
と
中
核
機
関
と
し
て
の
機
能
強

化

（
８
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
事
業
の
効
果
的
運
用
と
円
滑
化
を
推
進
し
ま
す

	

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化

の
推
進

	

②
過
去
の
記
憶
や
思
い
出
な
ど
に
働
き
か
け
る
「
回
想
法
」
や
多

様
な
刺
激
で
認
知
症
予
防
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

に
よ
る
事
業
の
充
実

 

担
当
課
：
在
宅
福
祉
課
　

（
９
） 

山
間
地
域
へ
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
行
っ
て

い
く
た
め
の
事
業
を
再
編
し
ま
す

	

①
中
長
期
な
視
点
で
今
後
の
事
業
の
あ
り
方
の
検
討

	

②
山
間
地
域
の
事
業
継
続
を
図
る
た
め
、
持
続
可
能
な
事
業
の
再
編

（
10
）
災
害
時
や
感
染
症
へ
の
対
応
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）

の
整
備
を
進
め
ま
す

	

①
業
務
の
優
先
順
位
等
を
明
確
化
し
、
災
害
や
感
染
症
に
強
い
事

業
運
営
の
推
進

（
11
）
ご
利
用
者
や
ご
家
族
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
寄
り
添
い
型
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
目
指
し
ま
す

	

①
総
合
的
な
ケ
ア
の
提
供
に
つ
い
て
、
職
員
の
意
識
改
革
及
び
部

門
間
の
連
携

 

担
当
課
：
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
　

（
12
）
三
光
児
童
館
を
拠
点
と
し
た
地
域
の
子
育
て
支
援
の
推
進
を
し
ま
す

	

①
子
育
て
拠
点
と
し
て
の
広
報
強
化

	

②
感
染
予
防
対
策
、
防
災
訓
練
等
、
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境
整
備

の
充
実

（
13
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
護
者
及
び
学
校
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
を
推
進
し
ま
す

	

①
安
心
し
て
子
育
て
と
仕
事
等
を
両
立
で
き
る
よ
う
に
、
保
護
者

と
の
信
頼
関
係
の
構
築

	

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
、
各
方
面
と
の
連
携
及
び
業
務
の
改
善

や
職
員
研
修
の
実
施

（
14
）
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
・
ホ
ー
ム
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
支
援
の
充
実

	
①
地
域
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
安
心
で
き
る
生

活
の
場
を
提
供
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
過
ご
せ
る
支
援
を
充
実

	

②
大
雨
時
等
の
迅
速
な
避
難
や
感
染
症
予
防
対
策
、
緊
急
受
け
入

れ
へ
の
柔
軟
な
対
応
等
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
施
設
運
営	
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担
当
課
：
養
護
老
人
ホ
ー
ム
豊
寿
園
　

（
15
）
積
極
的
な
入
所
者
の
〝
生
き
が
い
〟
活
動
を
推
進
し
ま
す

	
①
自
立
支
援
を
目
的
と
し
、
入
所
者
へ
の
〝
生
き
が
い
〟
活
動
の

活
発
化

	

②
入
所
者
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
（
困
難
の
克
服
）
に
積
極
的
な
関
わ
り

や
関
係
性
を
構
築
し
、
社
会
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

（
16
）
職
員
の
知
識
・
意
識
改
革
を
推
進
し
ま
す

	

①
職
員
の
知
識
・
意
識
の
向
上
を
目
指
し
、

研
修
会
や
自
主
学
習
会
等
の
積
極
的
な

取
り
組
み

	

②
養
護
施
設
の
基
本
的
な
考
え
を
改
め
て

理
解
す
る
た
め
の
「
支
援
の
あ
り
方
」

を
施
設
全
体
で
共
有

（
17
） 

様
々
な
場
面
に
お
け
る
地
域
と
の
〝
つ
な
が
り
〟
を
推
進

	

①
入
所
者
・
職
員
の
地
域
行
事
（
地
域
活
動
）
へ
の
積
極
的
な
参
画

	

②
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
（
社
会
的
に
救
援
を
必
要
と
す
る

者
を
様
々
な
保
障
、
養
護
す
る
仕
組
み
）
機
能
を
持
つ
養
護
施

設
と
し
て
の
活
用

	

③
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
（
地
域
社
会
に
お
け
る
様
々

な
問
題
を
地
域
住
民
が
主
体
的
に
解
決
を
す
る
た
め
の
援
助
を

す
る
こ
と
）
の
推
進

 

担
当
課
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
荘
　

（
18
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
健
全
で
安
定
的
な
経
営
を
推
進
し
ま
す

	

①
積
極
的
な
業
務
の
効
率
化
や
職
員
の
コ
ス
ト
意
識
向
上
に
よ
る

経
費
節
減

	

②
定
員
稼
働
率
の
向
上
及
び
各
種
加
算
の
取
得
に
向
け
た
取
り
組
み

（
19
）
感
染
症
・
食
中
毒
予
防
及
び
入
所
者
・
職
員
の
健
康
管
理
を
推
進

し
ま
す

	

①
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
委

員
会
の
定
期
的
な
開
催

	

②
入
所
者
の
身
体
・
精
神
状
態
を
正
確
に
把
握
し
た
リ
ハ
ビ
リ
や

食
事
管
理
、
嘱
託
医
の
往
診
に
よ
る
健
康
維
持
管
理
の
推
進

	

③
職
員
の
毎
日
の
検
温
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
手
洗
い
・
う
が
い
の

徹
底

　（
20
）
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
推
進
し
開
か
れ
た
施
設
を
目
指
し
ま
す

	

①
入
所
者
・
職
員
の
地
域
行
事
（
地
域
活
動
）
へ
の
積
極
的
な
参

画

	

②
入
所
者
に
活
気
あ
る
毎
日
を
送
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
個
別
ケ
ア

の
充
実

（
21
）
人
材
不
足
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を
し
ま
す

	
①
質
の
高
い
特
定
技
能
外
国
人
の
採
用
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し
、
安
定
し
た
職
員
数
の

確
保
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令和 4 年度　当初予算額：１，６74，489 千円

収入の部

支出の部

補助金
95,321 千円（5.7％）

受託金
466,390 千円（27.9％）

事業収入
18,159 千円（1.1%）

寄付金
8,572 千円（0.5％）

介護保険収入
706,105 千円（42.2%）

老人福祉事業収入
2,557 千円（0.1%）

障害福祉サービス等収入
2,333 千円（0.1％）

会費
4,658 千円（0.3％）

法人運営事業
229,783 千円（13.7％）

在宅福祉事業
520,076 千円（31.1％）養護老人ホーム豊寿園

155,813 千円（9.3％）

特別養護老人ホームやすらぎ荘
498,001 千円（29.7％）

施設管理運営事業
20,559 千円（1.2％）

要介護認定調査事業
35,196 千円（2.1％）

地域福祉推進事業
215,061 千円（12.9％）

その他の収入
370,394 千円（22.1％）

会 費 社協一般会費、特別会費 介 護 保 険 収 入 在宅介護や施設介護による収入

寄 付 金
香典返し、個人・団体からの一般寄付、
物品寄付

障 害 福 祉

サ ー ビ ス 収 入

障がい者の在宅福祉サービスにかかわる
事業収入及び利用料収入

補 助 金 市からの補助金収入 老人福祉事業収入 措置事業における事業収入

受 託 金 市や大分県社協からの受託事業の収入 そ の 他 の 収 入 繰越金、その他の活動収入

法 人 運 営 事 業 法人の管理運営 やすらぎ荘事業 特別養護老人ホームの運営

地域福祉推進事業
地域福祉ネットワーク支援、
各種相談援助事業、広報啓発

豊 寿 園 事 業 養護老人ホームの運営

施設管理運営事業

教育福祉センター、本耶馬渓総合福祉
センター、耶馬溪介護研修センター、
山国社会福祉センター　その他施設管
理在 宅 福 祉 事 業

児童館、児童クラブ、デイサービス、
ホームヘルプ、訪問入浴、居宅介護支援、
生活支援ハウス、障がい福祉サービス
など 要介護認定調査事業 介護保険の認定調査業務
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養護老人ホーム中津市豊寿園

　養護老人ホームは基本的に、現在の環境（人的、住環境的等）での生活が難しく、経済的にも課題がある６
５歳以上の高齢者が市区町村の措置（そち）によって入所できる施設です。食事サービスや機能訓練、その他
の日常生活で必要な便宜を提供することにより、入所された方が自立した生活を送れるように支援します。ま
た、養護老人ホームへの入所については市区町村長の措置（そち）決定が必要です。入所の期間は、入所時の
理由（課題）が解決するまでの一定期間です。
　※措置制度とは、行政が入所を希望する人や入所を必要と判断した人に、どのような支援が適切かを判断し
てサービスなどを行う制度です。

原則として60歳以上の市内在住者（独居または高齢者のみ
の世帯）で、高齢などのために独立して生活することに不
安があり、家族による援助を受けることが困難な人。
・介護認定で自立または要支援２までの方
お気軽にご相談ください。

・中津市社会福祉協議会福祉サービス課　TEL 27-7715
・山国生活支援ハウス　TEL 080-8370-1543

例えば…
身寄りがない。家族からの
虐待を受けている。何らか
の事情で法律に基づく施設
に入所ができない　など

●“養護老人ホーム”ってどんな施設？

① 相　談 … まずは相談してください。
　　　　  → 中津市介護長寿課・高齢者福祉係　TEL 22-1111
　　　　  → 養護老人ホーム中津市豊寿園　　　TEL 64-8112
② 申　込 … 入所の申し込みは、中津市役所の窓口で行います。
③ 調　査 … ご本人、ご家族等の必要な調査を行います。
④ 審査会 … 入所判定審査会で入所の可否を審査します。
⑤ 決　定 … 審査会の結果により、中津市が入所の可否を決定します。
⑥ 入　所

●入所はどのように？（入所までの流れ）

 入所にかかる費用は「老人福祉法に基づ
く負担金徴収規則」に基づき、入所者本人
や扶養義務のある家族の収入、課税状況
により算定されます。入居一時金はありま
せん。月額の利用料の目安は、０～10万円
程度となります。

●費用・料金は？

入居対象者

問い合わせ・相談

①①

山国生活支援ハウス入居者募集（短期入所可）
（本館12室12名・新館８室８名）

費用負担
※中津市条例の定めにより決定

施 設 情 報施 設 情 報

特別養護老人ホームやすらぎ荘 ～ダイバーシティの推進～特別養護老人ホームやすらぎ荘 ～ダイバーシティの推進～
　やすらぎ荘は、今年度よりフィリピンから特定技能１号の在留資格を持った介護職員３名を受け入れて
います。
　お互いにコミュニケーションを取りながら、お互いの違いや個性を受け入れ、各自の持てる力をフルに
発揮し、ともに成長していきます。

✿ 春のボランティア活動体験
　今春も多くの高校生が春のボランティアとして来館し、子どもたちのお世
話を楽しみながら一生懸命活動してくれました。アンケートの一部をご紹介
します。
・たくさんの子どもたちと遊ぶことができて、とても楽しかった。
・小学生とお話しする機会がなかったので、すごくいい経験になった。

ボランティアの皆さん、夏のボランティア活動体験でも子どもたち一同、お待ちしています！

✿ 子育てひろばを開催しています。
　未就学児のお子さんと保護者の方を対象に、読み聞かせ・製作あ
そび・うたあそびなどを行っています。（毎週木曜日10:00～
11:30）気軽に子育て相談ができる場所です。
参加希望の方はご予約ください　TEL 43-5194

※新型コロナウイルス感染予防対策を行いながら開館中です。
※感染状況により内容を変更・中止する場合があります。

★特定技能とは平成31年４月より導入された新しい在留資格です。
　特定技能１号は、特定産業分野において、相当程度の知識または経験を持つ外国人に向けた在留資格です。

【活動の様子】

三光児童館は、子どもたちの居場所・子育て世帯の交流の場として、
これからも活動や行事等を充実させていきます。お気軽にご利用ください！

【ひろばの様子】

～みなさんに支えられて25周年！ 三光児童館～
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養護老人ホーム中津市豊寿園

　養護老人ホームは基本的に、現在の環境（人的、住環境的等）での生活が難しく、経済的にも課題がある６
５歳以上の高齢者が市区町村の措置（そち）によって入所できる施設です。食事サービスや機能訓練、その他
の日常生活で必要な便宜を提供することにより、入所された方が自立した生活を送れるように支援します。ま
た、養護老人ホームへの入所については市区町村長の措置（そち）決定が必要です。入所の期間は、入所時の
理由（課題）が解決するまでの一定期間です。
　※措置制度とは、行政が入所を希望する人や入所を必要と判断した人に、どのような支援が適切かを判断し
てサービスなどを行う制度です。

原則として60歳以上の市内在住者（独居または高齢者のみ
の世帯）で、高齢などのために独立して生活することに不
安があり、家族による援助を受けることが困難な人。
・介護認定で自立または要支援２までの方
お気軽にご相談ください。

・中津市社会福祉協議会福祉サービス課　TEL 27-7715
・山国生活支援ハウス　TEL 080-8370-1543

例えば…
身寄りがない。家族からの
虐待を受けている。何らか
の事情で法律に基づく施設
に入所ができない　など

●“養護老人ホーム”ってどんな施設？

① 相　談 … まずは相談してください。
　　　　  → 中津市介護長寿課・高齢者福祉係　TEL 22-1111
　　　　  → 養護老人ホーム中津市豊寿園　　　TEL 64-8112
② 申　込 … 入所の申し込みは、中津市役所の窓口で行います。
③ 調　査 … ご本人、ご家族等の必要な調査を行います。
④ 審査会 … 入所判定審査会で入所の可否を審査します。
⑤ 決　定 … 審査会の結果により、中津市が入所の可否を決定します。
⑥ 入　所

●入所はどのように？（入所までの流れ）

 入所にかかる費用は「老人福祉法に基づ
く負担金徴収規則」に基づき、入所者本人
や扶養義務のある家族の収入、課税状況
により算定されます。入居一時金はありま
せん。月額の利用料の目安は、０～10万円
程度となります。

●費用・料金は？

入居対象者

問い合わせ・相談

①①

山国生活支援ハウス入居者募集（短期入所可）
（本館12室12名・新館８室８名）

費用負担
※中津市条例の定めにより決定

施 設 情 報施 設 情 報

特別養護老人ホームやすらぎ荘 ～ダイバーシティの推進～特別養護老人ホームやすらぎ荘 ～ダイバーシティの推進～
　やすらぎ荘は、今年度よりフィリピンから特定技能１号の在留資格を持った介護職員３名を受け入れて
います。
　お互いにコミュニケーションを取りながら、お互いの違いや個性を受け入れ、各自の持てる力をフルに
発揮し、ともに成長していきます。

✿ 春のボランティア活動体験
　今春も多くの高校生が春のボランティアとして来館し、子どもたちのお世
話を楽しみながら一生懸命活動してくれました。アンケートの一部をご紹介
します。
・たくさんの子どもたちと遊ぶことができて、とても楽しかった。
・小学生とお話しする機会がなかったので、すごくいい経験になった。

ボランティアの皆さん、夏のボランティア活動体験でも子どもたち一同、お待ちしています！

✿ 子育てひろばを開催しています。
　未就学児のお子さんと保護者の方を対象に、読み聞かせ・製作あ
そび・うたあそびなどを行っています。（毎週木曜日10:00～
11:30）気軽に子育て相談ができる場所です。
参加希望の方はご予約ください　TEL 43-5194

※新型コロナウイルス感染予防対策を行いながら開館中です。
※感染状況により内容を変更・中止する場合があります。

★特定技能とは平成31年４月より導入された新しい在留資格です。
　特定技能１号は、特定産業分野において、相当程度の知識または経験を持つ外国人に向けた在留資格です。

【活動の様子】

三光児童館は、子どもたちの居場所・子育て世帯の交流の場として、
これからも活動や行事等を充実させていきます。お気軽にご利用ください！

【ひろばの様子】

～みなさんに支えられて25周年！ 三光児童館～
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　中津市ボランティア・市民活動センターは、「ボランティアをしたい人」と「ボランティアを
してほしい人や団体（活動先）」とをつなぐ役割を担っています。また、ボランティアに関する
情報を発信したり活動中の人や団体の支援をしながら、市内でのボランティア活動の活性化を推
進しています。

・活動している団体、
　個人の登録受付
・活動希望者の登録など

登録受付
・各種保険加入手続き
・請求手続きの支援
　　　　　　　　　など

ボランティア保険

・ボランティアの調整
・関係者との話し合い
　　　　　　　　　など

連絡調整
・ボランティア活動支援
・活動に関する相談
　　　　　　　　　など

活動支援・相談受付

・夏、春の体験事業実施
・各種講座の開催
　　　　　　　　　など

ボランティア推進
情報紙「ぺんぎん」や
ホームページ等で、情報や
活動のようすを紹介　など

情報提供

中津市
ボランティア・
市民活動センター

中津市ボランティア・市民活動センターだより

そんな時は 中津市ボランティア・市民活動センター にご相談ください！！

ボランティア活動体験者募集！
2022 夏のボランティア活動体験

☆令和3年度のボランティア登録状況☆
【ボランティア団体登録数】
・１４５団体
【ボランティア登録者数】
・3,995名
（団体：3,562名　個人：433名）

中津市ボランティア・市民活動センター
　　　　　　　　　　　 TEL 23-2095

■受付期間：7/1～7/29
■体験期間：7/21～8/31
■体験施設：30カ所
　　　　　　サロン、老人保健施設、
　　　　　　高齢者福祉施設、児童福祉施設、
　　　　　　障がい者施設　等

●お問い合わせ●

ちょっとボランティアしてみたいな！

一緒に活動してくれる人を募集したい！

☆皆さまの参加をお待ちしています☆

（10）令和４年６月 15 日〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜第83号
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　中津市ボランティア・市民活動センターは、「ボランティアをしたい人」と「ボランティアを
してほしい人や団体（活動先）」とをつなぐ役割を担っています。また、ボランティアに関する
情報を発信したり活動中の人や団体の支援をしながら、市内でのボランティア活動の活性化を推
進しています。

・活動している団体、
　個人の登録受付
・活動希望者の登録など

登録受付
・各種保険加入手続き
・請求手続きの支援
　　　　　　　　　など

ボランティア保険

・ボランティアの調整
・関係者との話し合い
　　　　　　　　　など

連絡調整
・ボランティア活動支援
・活動に関する相談
　　　　　　　　　など

活動支援・相談受付

・夏、春の体験事業実施
・各種講座の開催
　　　　　　　　　など

ボランティア推進
情報紙「ぺんぎん」や
ホームページ等で、情報や
活動のようすを紹介　など

情報提供

中津市
ボランティア・
市民活動センター

中津市ボランティア・市民活動センターだより

そんな時は 中津市ボランティア・市民活動センター にご相談ください！！

ボランティア活動体験者募集！
2022 夏のボランティア活動体験

☆令和3年度のボランティア登録状況☆
【ボランティア団体登録数】
・１４５団体
【ボランティア登録者数】
・3,995名
（団体：3,562名　個人：433名）

中津市ボランティア・市民活動センター
　　　　　　　　　　　 TEL 23-2095

■受付期間：7/1～7/29
■体験期間：7/21～8/31
■体験施設：30カ所
　　　　　　サロン、老人保健施設、
　　　　　　高齢者福祉施設、児童福祉施設、
　　　　　　障がい者施設　等

●お問い合わせ●

ちょっとボランティアしてみたいな！

一緒に活動してくれる人を募集したい！

☆皆さまの参加をお待ちしています☆

第83号〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜（11） 令和４年６月 15日




